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電気陰性度の異なるハロゲン置換したハロゲン化アリルの防食効果から検討して， C=C 2 重結合
の π電子の作用によることを見出している。これらの結果から抑制剤としては C=C 2 重結合と末





























単分子膜で被覆している程度に吸着し，その防食効果には 2 重結合の π 電子が寄与しておる。同時
にまた化合物の末端の官能基も防食効果に関係があり， -CONH 2 , COOH , -CHO などの基を有す
るものは防食効果が優れている。
3 )鉄の表面状態の影響は顕著で，表面が酸化された状態ではアンモニウムカチオンの吸着が容易で、
あり，還元された状態では窒素原子の孤立電子対と π電子による吸着が容易で、ある。
4 ・) X線マイクロアナライザーと赤外線スペクトルによる分析で，鉄の表面に生成している皮膜の状
態分析が可能で、あり，また抑制剤を含む溶液中における鉄の電位の経時変化により，抑制剤の吸着
性を推定することができる。
以上の研究成果は，腐食防食の研究に新しい有効な手法を展開し，腐食抑制剤の作用機作をより精細
明確にしたもので，今後優れた新しい腐食抑制剤の開発に際して有効な知見を与え，また電気化学特に
腐食防食の理論と技術の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。 -494一
